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特別清算協定認可
令和８年（ヒ）第２号
京都府宇治市大久保町田原２５番地の８
清算株式会社 嵯峨管理株式会社
代表清算人 野村 啓介
１ 決定年月日 令和８年９月１６日
２ 主文 本件協定を認可する。

協定
１ 通則
 定義
本協定において、別紙記載の債権者を「協
定債権者」という。２の弁済時において、
協定債権者が清算株式会社に対して有する債
権を「協定債権」とし、協定債権者の有する
協定債権のうち、元本部分を「協定債権元本」
といい、その額は別紙記載のとおりである。
 弁済の場所
本協定における弁済は、協定債権者が別途
指定する金融機関の口座に振り込む方法によ
り実施する。なお、振込手数料は清算株式会
社の負担とする。
 弁済における端数の切り捨て
弁済額の計算にあたっては、１円未満の端
数は切り捨てる。

２ 協定債権の取扱い
 弁済
清算株式会社は、本協定の認可決定が確定
した日から１か月以内に、清算株式会社が有
する現預金から、清算結了までに発生し、
又は発生することが見込まれる一般の先取特
権その他の一般の優先権がある債権、特別
清算の手続のために清算株式会社に対して生
じた債権及び、特別清算の手続に関する清
算株式会社に対する費用請求権の合計額を控
除した残額を、協定債権者に対し、各協定債
権元本額の割合に応じて按分して弁済する。
 債権放棄
協定債権者は、協定債権につき、上記２
の弁済時に、各協定債権者の協定債権の総額
から上記２の弁済額を控除した残額を放棄
する。

３ 共益的債権及び優先債権の取扱い
特別清算手続その他清算業務を遂行するため
に必要な費用等の共益的な債権、国税徴収法又
はその例により徴収することができる債権及び
裁判所から支払いの許可を受けた債権は、随時
全額を弁済する。

４ 新たな財産が発見された場合の取扱い
上記２の弁済及び債権放棄の後、清算株式会
社に新たな財産が発見された場合であって、当
該財産が換価可能であり、かつ、換価により弁
済原資が発生すると認められるときは、清算株
式会社は、これを換価し、各協定債権者に対し、
換価代金から換価に要した費用及び優先債権の
合計額を控除した残額を弁済原資として、各協
定債権元本額の割合に応じた按分弁済を行う。
この場合、上記２に基づき各協定債権者が
行った債権放棄は、本項に基づき新たにされた
弁済の限度で遡って効力を失うものとする。
（別紙省略）

京都地方裁判所第５民事部
事業譲渡に関する株主総会の
決議による承認に代わる許可

令和８年（再）第１７号
東京都港区虎ノ門二丁目３番１７号
再生債務者 株式会社МＡＫＥ ＶＡＬＵＥ
決定の要旨 令和8年9月14日付け事業譲渡許可申
請書（カーテン事業）及び同日付け事業譲渡許
可申請書（ライブコマース事業）にかかる各事
業譲渡について会社法467条1項に規定する株主
総会の決議による承認に代わる許可をする。
令和8年9月24日

東京地方裁判所民事第２０部
小規模個人再生による再生手
続開始
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